
法人理念

支援方針

営業時間 有

プログラム

オープニングセッション

     オリジナル体操
(カンフー体操)

     オリジナル体操
(ダンシング)

リトミック(手遊び)

うた

パネルシアター

休憩(トイレ・おやつ)

支援内容（５領域）

・みんなの前でピアノや打楽器のリズムに合わせて自分の名前をいうことで、言語を引き出していきます。(言語・コミュニケーション)
・療育の流れを掴むために、視覚的な情報として写真を用いてプログラム紹介をすることで、見通しをつけやすくし、情緒の安定を図ります。(認知・行動)　(健康・生活)

・ゆっくりとしたテンポの中で、体幹とバランス感覚を高め、太極拳も取り入れ呼吸を整えます。(運動・感覚)
・大きな声を発しながら、体を動かすことで気持ちの発散も出来、情緒の安定にも繋がります。(言語・コミュニケーション)　(運動・感覚)

・アップテンポの曲に合わせて、体の部位を意識して動かします。(運動・感覚)
・音楽に合わせて発語しながら、模倣運動や柔軟運動を行います。(言語・コミュニケーション)　(運動・感覚)

・曲に合わせて表現する即時反応を行うことで、思考力・想像力・表現力を高めるとともに、体を大きく動かしながら運動機能を向上させます。(認知・行動)　(運動・感覚)

・発語を促す発声練習や「お話」の時間で聴く力を身につけます。(言語・コミュニケーション)
・言葉をはっきり言えるように言語の練習も兼ね、歌詞の音読を行い、言葉の明瞭化をはかります。(言語・コミュニケーション)
・「大きな声で歌う」　「お友だちと一緒に楽しむ」ことにより、気持ちの発散や周りとの一体感を味わいます。(人間関係・社会性)

・歌や物語をお子さまが興味関心をもって観ることができるようにします。(言語・コミュニケーション)
・集中力・理解力・想像力を高めていきます。(認知・行動)

・トイレの使い方や手洗いの手順など日常生活のスキルを身につけ、自分でできることは自分でできるよう支援します。(健康・生活)(認知・行動)

事業所名　　　児童発達支援　たいようリズム　支援プログラム 令和7年2月1日

・やさしく、つよく、あたたかく
・心に寄り添い、自信から自立へ
・安心して暮らせる明日を創る

・お子さまの発達が気になる保護者の方と、沢山話をしながら子どもたちに親しみやすい音楽療育で自立に向けた支援をしていきます。
・音楽療育(リトミック・歌・ダンスなど)を中心とした豊富な音楽活動の中で、ソーシャルスキルの獲得を目指します。
・自己表現力や想像力の向上、発声・発語などのスキルを身につけていけるよう支援します。
・心と体と音楽で調和を図り、お子さまの持っている可能性を引き出す療育を行っていきます。
・お子さまが音楽を楽しみながらたくさんの成功体験を重ね、『やってみよう！！』と挑戦していけるきっかけ作りのサポートをします。
・集団生活では難しい『少人数制』の療育を受けることで、一人ひとりにあった支援を受けることができるよう努めます。
・お子さまや保護者の方にとって、相談できる場所や頼れる場所・安心できる場を提供します。

土・日・祝日を除く月～金　　　　　　　　　　　　９時００分から１８時００分まで 送迎実施の有無



おんがくサーキット

絵かき歌

リトミックボール

エンディングセッション

職員の質の向上

・地域の関係機関の見学　・自立支援協議会の傍聴　・外部研修の参加　・内部研修の実施　・児童発達管理責任者資格の取得

主な行事等

・夏祭り　・秋祭り　・ハロウィンパーティー　・クリスマス会　・節分　・ひな祭り
・避難訓練　・防災訓練　・不審者対応訓練　・感染症対策指導
・個人面談　・誕生会　・茶話会
・地域の園との交流

家族支援

・活動内容などは、日々の記録やＳＮＳ等を通して発信しています。
・保護者の困り感や相談などは、随時対応できる環境を整えています。
・個人面談や茶話会を行い、情報交換の機会の提供・保護者との信頼関係を築きます。

移行支援

・併用利用の機関(幼稚園・保育園・事業所)との情報共有及び支援の提供を行います。
・移行支援会議に参加し、情報の共有を行います。

地域支援・地域連携

・併用利用の機関(幼稚園・保育園・事業所)と連携のとれた療育を行います。

・ピアノや打楽器のリズムに合わせて「名前をいう」「質問に答える」などの言語を引き出していきます。
・活動を思い出し振り返りを行うことで、短期記憶の練習や、想起・表出することを目的とし、自分の気持ちを表出・共感し受け止めてもらうことで、達成感や喜び、次回の
療育へつなげていきます。(言語・コミュニケーション)

・すべて音楽に合わせておこない、サーキットの手順を模倣から理解に繋げます。(運動・感覚)
・二人一組の場合、一緒に行うことで協調性を身につけます。(人間関係・社会性)
・楽しみながら順番を待つことで、多動を軽減します。(認知・行動)

・歌に合わせて絵を描くことで即時反応の向上や、職員の描いたものを描くことにより、模倣力を養います。(認知・行動)

・<曲を聴く→考える→行動する>という「即時反応」により、脳へ刺激を与え、体制を維持することで筋力やバランス感覚を高めます。(運動・感覚)　(認知・行動)
・音楽に合わせてバランスボールに乗りながら発語を促します。(言語・コミュニケーション)



法人理念

支援方針

営業時間 有

プログラム

オープニングセッション

     オリジナル体操
(カンフー体操)

     オリジナル体操
(ダンシング)

リトミック(手遊び)

うた

パネルシアター

休憩(トイレ・おやつ)

令和7年2月1日

・みんなの前でピアノや打楽器のリズムに合わせて自分の名前をいうことで、言語を引き出していきます。(言語・コミュニケーション)
・療育の流れを掴むために、視覚的な情報として写真を用いてプログラム紹介をすることで、見通しをつけやすくし、情緒の安定を図ります。(認知・行動)　(健康・生活)

・ゆっくりとしたテンポの中で、体幹とバランス感覚を高め、太極拳も取り入れ呼吸を整えます。(運動・感覚)
・大きな声を発しながら、体を動かすことで気持ちの発散も出来、情緒の安定にも繋がります。(言語・コミュニケーション)　(運動・感覚)

・曲に合わせて表現する即時反応を行うことで、思考力・想像力・表現力を高めるとともに、体を大きく動かしながら運動機能を向上させます。(認知・行動)　(運動・感覚)

・発語を促す発声練習や「お話」の時間で聴く力を身につけます。(言語・コミュニケーション)
・言葉をはっきり言えるように言語の練習も兼ね、歌詞の音読を行い、言葉の明瞭化をはかります。(言語・コミュニケーション)
・「大きな声で歌う」　「お友だちと一緒に楽しむ」ことにより、気持ちの発散や周りとの一体感を味わいます。(人間関係・社会性)

・トイレの使い方や手洗いの手順など日常生活のスキルを身につけ、自分でできることは自分でできるよう支援します。(健康・生活)(認知・行動)

事業所名　　　放課後等デイサービス　たいようリズム　支援プログラム

・歌や物語をお子さまが興味関心をもって観ることができるようにします。(言語・コミュニケーション)
・集中力・理解力・想像力を高めていきます。(認知・行動)

・アップテンポの曲に合わせて、体の部位を意識して動かします。(運動・感覚)
・音楽に合わせて発語しながら、模倣運動や柔軟運動を行います。(言語・コミュニケーション)　(運動・感覚)

・やさしく、つよく、あたたかく
・心に寄り添い、自信から自立へ
・安心して暮らせる明日を創る

・お子さまの発達が気になる保護者の方と、沢山話をしながら子どもたちに親しみやすい音楽療育で自立に向けた支援をしていきます。
・音楽療育(リトミック・歌・ダンスなど)を中心とした豊富な音楽活動の中で、ソーシャルスキルの獲得を目指します。
・自己表現力や想像力の向上、発声・発語などのスキルを身につけていけるよう支援します。
・心と体と音楽で調和を図り、お子さまの持っている可能性を引き出す療育を行っていきます。
・お子さまが音楽を楽しみながらたくさんの成功体験を重ね、『やってみよう！！』と挑戦していけるきっかけ作りのサポートをします。
・集団生活では難しい『少人数制』の療育を受けることで、一人ひとりにあった支援を受けることができるよう努めます。
・お子さまや保護者の方にとって、相談できる場所や頼れる場所・安心できる場を提供します。

土・日・祝日を除く月～金　　　　　　　　　　　　９時００分から１８時００分まで 送迎実施の有無

支援内容（５領域）



おんがくサーキット

絵かき歌

リトミックボール

エンディングセッション

職員の質の向上

・地域の関係機関の見学　・自立支援協議会の傍聴　・外部研修の参加　・内部研修の実施　・児童発達管理責任者資格の取得

主な行事等

・花見　・色水遊び　・水遊び　・夏祭り　・秋祭り　・ハロウィンパーティー　・クリスマス会　・書初め　・節分　・ひな祭り
・戸外活動　(バイキング・プラネタリウム・公園・散歩)
・避難訓練　・防災訓練　・不審者対応訓練　・感染症対策指導
・個人面談　・誕生会　・茶話会　・クッキング

家族支援

・活動内容などは、日々の記録やＳＮＳ等を通して発信しています。
・保護者の困り感や相談などは、随時対応できる環境を整えています。
・個人面談や茶話会を行い、情報交換の機会の提供・保護者との信頼関係を築きます。

移行支援

・併用利用の機関(学校・事業所)との情報共有及び支援の提供を行います。
・移行支援会議に参加し、情報の共有を行います。

地域支援・地域連携

・併用利用の機関(学校・事業所)と連携のとれた療育を行います。

・すべて音楽に合わせておこない、サーキットの手順を模倣から理解に繋げます。(運動・感覚)
・二人一組の場合、一緒に行うことで協調性を身につけます。(人間関係・社会性)
・楽しみながら順番を待つことで、多動を軽減します。(認知・行動)

・歌に合わせて絵を描くことで即時反応の向上や、職員の描いたものを描くことにより、模倣力を養います。(認知・行動)

・<曲を聴く→考える→行動する>という「即時反応」により、脳へ刺激を与え、体制を維持することで筋力やバランス感覚を高めます。(運動・感覚)　(認知・行動)
・音楽に合わせてバランスボールに乗りながら発語を促します。(言語・コミュニケーション)

・ピアノや打楽器のリズムに合わせて「名前をいう」「質問に答える」などの言語を引き出していきます。
・活動を思い出し振り返りを行うことで、短期記憶の練習や、想起・表出することを目的とし、自分の気持ちを表出・共感し受け止めてもらうことで、達成感や喜び、次回の
療育へつなげていきます。(言語・コミュニケーション)


